
1 開会

2 会長あいさつ

3 議事録署名人の選任

4 協議事項

　（１） 平成２2年度栄財産区特別会計決算について

　（２）　杉・檜の枝打ちについて

　（３）　分収造林・杉間伐の状況について（中部森林組合担当者による状況説明）

　（４） その他

5 その他

6 閉会

1 開　　　　会 総 務 課 長

午後2時38分

２ 会長あいさつ 会 長

３ 議事録署名人 会 長

の選任

４ 協議事項（１） 会 長

事 務 局

決算について

会 長

各 位 委 員

会 長

協議事項（２） 会 長

事 務 局

会 長

　　　森林組合と桜地区との間において２万円の補償で合意した。

　　なし

　異議がないようなので、平成２２年度の栄財産区の決算はこれで承認する。

　　決算については、管理会の同意を要することになっている。

　　この会で同意を得て９月議会に提出する。

　予備費と委託料とで対応できる。

　　８月２７日管理会

　ヒノキの分だけしてもらえばよい。

　平成22年度栄財産区特別会計決算について事務局から説明をお願いしたい。

　質疑があればお願いしたい。

杉・ヒノキの枝打ちについて

　昨年無料で間伐をしてもらったが、残っている。森林組合からの見積もりは？

　杉・ヒノキの枝打ちの見積もりが来ている。杉が130,842円、ヒノキが87,565円。

・活動状況報告

　協議事項に先立ち、４月の人事異動により、事務局が交替になった。

　三好課長の後任の別本課長、磯江の後任の渡辺あいさつ。

事 務 局 別本総務課長、吉田課長補佐、渡辺主任

日 程

会　議　の　要　旨

　　１月　７日管理会

　　　財産区で松を伐採したが、桜地区の松まで伐採したと指摘を受け確認。

　　３月２７日倉吉市桜自治会と境界の確認。（会長と前任の磯江で立ち会い）

　山下委員が欠席、阪本委員が遅れるということだが、開会させていただく。

　手島委員、市下委員にお願いしたい。

招 集 場 所 北栄町役場大栄庁舎第３会議室

出 席 委 員

平成２３年度 第１回 北栄町栄財産区管理会議事録

招 集 年 月 日 平成２３年８月２６日（金）　午後３時００分

阪本清憲、村岡永久、市下稔、津川孝篤、手島林造、藤本正一
（欠席）山下善正



事 務 局

会 長

各 位 委 員

協議事項（３） 会 長

森 林 組 合

市 下 委 員

森 林 組 合

会 長

森 林 組 合

（２）その他 事 務 局

５ その他 会 長

事 務 局

会 長

各 位 委 員

６ 閉会

午後３時３０分

　　　　　　上記会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。

　　　　　　　　　　　　　　　北栄町栄財産区管理会長　　様

議事録署名人　　（市下委員）

議事録署名人　　（手島委員）

　なし

　埋め立て地の栗だが、排水が悪く生育が悪い。

　ある程度の大きさになれば息つく。予算の範囲以内で栗苗を購入して植える。

　ダム周辺（谷奥）の契約について時間がかかったが６月２９日付けで契約できた。

　東高尾の奥谷については、事業仕分けにかかったこともあり、全国的に契約が凍結

ており進まない状況。新規契約については未定である。

　了解

　杉・ヒノキをメインに要望のあった広葉樹も景観整備も考慮し植えていく。

　その他なければ終了する。

　今年度の予算で栗代として３万円を計上している。

　杉の間伐の件について説明願いたい。

　了解

　ヒノキだけであれば予備費で対応できる。

　奥谷で半分程度実施している。残りは作業実施の方は３月４月に延びる可能性も

事業がある。しかし全国で１００件の要望のうち採択は４件。なかなか難しいが要望を

あるが、作業を実施し作業後は説明させていただく。

　費用的には大丈夫だが、作業の方は大変になる。

　この秋より現地で地おこしをして今年と来年の２ヶ年で植栽していく。

上げていく。

　先になればなるほど地ごしらえが大変になるのではないか？

　今年、農林中央金庫の森林再生事業として植栽に関する費用を全額負担して行う

　予備費のうち８万円を使って今年度中に実施する。杉はもし必要なら来年度実施する。

　分収造林の状況と杉の間伐について森林組合から説明願いたい。

平 成 年 月 日


